
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９９
月月
９９
日日

((

水水))

吉吉
田田
小小
学学
校校
でで
、、
１１
年年
生生
6655
名名
とと
吉吉
田田
地地

区区
老老
人人
会会
3366
名名
のの
皆皆
ささ
んん
がが

｢｢

昔昔
遊遊
びび
交交
流流
会会｣｣

をを
行行
わわ
れれ
まま

しし
たた
。。
平平
成成
1122
年年
かか
らら
続続
くく
ここ
のの
交交
流流
会会
でで
のの
ああ
そそ
びび
はは
、、
竹竹

馬馬
やや
リリ
ーー
ムム
転転
がが
しし
、、
竹竹
とと
んん
ぼぼ
、、
おお
手手
玉玉
なな
どど
のの
1100
種種
類類
でで

すす
。。
楽楽
しし
そそ
うう
にに
遊遊
ぶぶ
子子
どど
もも
たた
ちち
とと
いい
っっ
しし
ょょ
にに
、、
老老
人人
会会

のの
皆皆
ささ
んん
もも
なな
つつ
かか
しし
そそ
うう
にに
遊遊
ばば
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
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大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。
応
急
手
当
は

１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。
助
か
る
命
を

助
け
る
た
め
に
、
適
切
な
行
動
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

●
救
命
の
リ
レ
ー

心
臓
や
呼
吸
が
突
然
止
ま
っ
た
人
を

救
う
た
め
に
は
、
早
い
１
１
９
番
通
報

や
、
周
囲
の
人
へ
助
け
を
求
め
Ａ
Ｅ
Ｄ

(

自
動
体
外
式
助
細
動
器)

の
確
保
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
心
肺
停
止
の

場
合
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ

ク
と
絶
え
間
な
い
心
肺
蘇
生
法
の
処
置

を
続
け
、
救
急
車
の
到
着
を
待
ち
ま
す
。

そ
し
て
、
救
急
車
が
到
着
し
た
ら
、
救

急
隊
員
に
引
き
継
ぎ
病
院
へ
と
向
か
っ

て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
、｢

早
い
１
１
９
番
通
報｣

｢

早

い
応
急
手
当｣

｢

救
急
隊
に
よ
る
早
い

救
急
処
置｣

｢

医
療
機
関
で
の
早
い
医

療
処
置｣

の
一
連
の
連
携
を

｢

救
命
の

リ
レ
ー｣

と
呼
び
ま
す
。

こ
の
救
命
の
リ
レ
ー
の
ど
れ
か
一
つ

の
要
素
が
欠
け
て
も
、
命
を
救
え
る
チ
ャ

ン
ス
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
も
、
要
素
の
う
ち
の

｢

早
い
１
１
９

番
通
報｣

と

｢

早
い
応
急
手
当｣

の
二

つ
は
、
居
合
わ
せ
た
人
の
手
に
か
か
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
救
命
の
リ
レ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
で
、
大
切
な
命
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及

突
然
に
心
臓
が
止
ま
る
の
は
、
心
臓

が
ブ
ル
ブ
ル
と
細
か
く
震
え
る

｢

心し
ん

室し
つ

細さ
い

動ど
う

(

心
臓
の
け
い
れ
ん)｣

に
よ
っ

て
生
じ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
こ
の

場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
心
臓

の
動
き
を
取
り
戻
す(

除
細
動
と
い
う)

こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
心
臓
が
け

い
れ
ん
し
て
い
る
と
、
心
臓
が
ポ
ン
プ

機
能
を
失
い
、
重
要
な
臓
器
に
血
液
を

送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

近
年
普
及
し
て
き
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
こ

の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
た
め
の
機
器

で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
自

動
的
に
心
室
細
動
か
ど
う
か
を
調
べ
て
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
を
決
定
し
、

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
指
示
し
て
く
れ
る

の
で
、
だ
れ
で
も
簡
単
・
確
実
に
操
作

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
、
健
康
な
方
に
装
着
し
て
も
作
動
し

ま
せ
ん
。
以
前
は
医
師
と
救
急
救
命
士

し
か
操
作
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平

成
16
年
７
月
か
ら
は
だ
れ
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

3

Interview

安芸高田消防署 署長 久保
く ぼ

高憲
たかのり

さん

皆さんによる応急手当が重要

救命には救急車到着までの応急手当が非
常に重要です｡ 心臓が止まった直後から救
命のチャンスは急激に低下し始め､ ３分後
には蘇生の可能性が50パーセントにまで低
下すると言われています｡ ５分経過では蘇
生の可能性は数パーセントとなりますので､
救急車が到着するまでの間､ 居合わせた方
による早い119番通報と早い応急手当が救
命の鍵となります｡
また､ 119番通報された方に､ 電話口で

署員が応急手当の方法を指示しますので､
積極的に実施していただきたいと思います｡
安芸高田消防署では､ 応急手当の習得の
普及のため､ 市民の方を対象とした講習会
にも力を入れています｡平成20年度は2,448
人もの多くの市民の方に受講していただき
ました｡ これからも､ 一人でも多くの方に
救急の知識を持っていただきたいと思いま
す｡

AED
(自動体外式助細動器)

▲

ＡＥＤは､ 音声メッセージで
指示をしてくれるので､ だれ
でも使用することができます｡

特集・大切な命を救う

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
応
急
手
当
は
１
分
１
秒
を
争
う

突
然
の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
た

と
き
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
で
き

る
手
当
て
の
こ
と
を

｢

応
急
手
当｣

と

い
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
心
臓
や
呼
吸
が

止
ま
る
な
ど
緊
急
を
要
す
る
事
態
に
す

る
手
当
て
の
こ
と
を

｢

救
命
処
置｣

と

い
い
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
を
し
て
か
ら
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
、
安
芸
高
田
市
で
は

平
均
10
分
弱
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
、

命
が
助
か
る
可
能
性
は
時
間
と
と
も
に

減
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き

に
、
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
応
急
手

当
を
行
う
こ
と
で
、
助
か
る
可
能
性
が

2

特集・大切な命を救う
～わたしたちにもできる応急手当～

突然､ 目の前で人が倒れたら､ みなさんは119番通報し救急車を呼ばれる
と思います｡ 救急車はすぐさま出動しますが､ 到着までの間にそばに居合わ
せた人が応急手当をすることで､ 命が助かる可能性を高めることができます｡
もしものとき､ 大切な人の命を救うため応急手当の方法を習得しましょう｡

早い119番通報 早い応急手当 早い救急処置 早い医療処置



こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

●
応
急
手
当
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す

安
芸
高
田
消
防
署
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど

の
知
識
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

応
急
手
当
講
習
会
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。地

域
や
事
業
所
の
ほ
か
、
各
種
団
体

の
受
講
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
消
防
署
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
署
員
が
皆
さ
ん
の
地
域
に
出
か

け
て
行
き
、
説
明
と
実
技
指
導
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
受
講
時
間
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
受
講
費
用
は
無
料
で
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

安
芸
高
田
消
防
署
警
防
課
救
急
係

℡
４
２－

３
９
５
２

5

子どもの救命処置

小児用キーを挿したＡＥＤ

【１歳未満の乳児】
●ＡＥＤは､ １歳未満の乳児には
使用できません｡
●人工呼吸が ｢鼻と口を覆う｣ 方
法になり､ 胸骨圧迫が ｢少し足
側の位置を指２本 (中指・薬指)
で圧迫｣ になります｡
【１歳以上８歳未満 (体重25㎏未満)】
●AEDは､ 小児用モードに切り
替わる ｢小児用キー｣ があれば
差し込んで使用します｡ 小児用
パッドが備わっていれば使用し
ます｡ 両方ない場合は､ 成人用
を使用します｡ パッドは､ 胸と
背中に貼りつけます｡
●胸骨圧迫が ｢圧迫の深さが胸の
厚みの１/3｣ になり､ 片手で圧
迫します｡
【８歳以上(体重25㎏以上)】
●AED､ 胸骨圧迫､ 人工呼吸と
も成人と同じ方法です｡

Interview

●応急手当講習を受講して
８月22日に､ 吉田町竹原地域の皆さ

んが受講されましたので､ お話を伺い
ました｡

市内に受講者が増えてほしい

玉繁
たましげ

隆
たかし

さん (吉田町)

竹原地域にもＡＥＤが設置されてお
り､ 地域の皆さんから使い方を知りたいとの声もありましたので､ 振興会として
講習会を開催しました｡ 昨年も開催しましたが､ より多くの方に知ってもらい､
何度も受講したほうが身につくとの思いから今年も開催しました｡ 皆さん熱心に
受講されていました｡ 受講してみて､ 救命処置の順序や､ ＡＥＤだけでは蘇生で
きず胸骨圧迫が大切なことなどを具体的に学ぶことができました｡ 何かあったと
きには積極的に救命処置をし､ 講習を生かしたいと思います｡ お互いが助け合う
ために､ 市内に受講者が増えればと思います｡

知識があるとお互いが安心できる

永井
なが い

文昭
ふみあき

さん (吉田町)

私は実際に､ 息子の救命処置によって命が助かった経験をしています｡ ５年ほ
ど前に突然自宅で倒れ､ 瞳孔も開きかけるほどの状態になったところを､ 息子が
すぐさま胸骨圧迫をしてくれ救急車がくる前に意識が戻りました｡ たまたま講習
を受けていてくれたことで､ 今の自分があると思います｡ この経験から私も講習
を受けました｡ もしものときには１分１秒を争うものだと思います｡ 家族や近所
の方など､ お互いが知識をもっておくと､ お互いが安心できると思います｡ いつ
自分が､ ｢助ける側｣､ ｢助けられる側｣ になるか分かりませんから｡

呼吸がなければ人工呼吸をしま
す｡ 胸が上がるか確認しながら
２回吹き込みます｡

     

  

救命処置の流れ
(心肺蘇生法とAEDの使用)

 反応を確認
▼

 助けを呼ぶ
(119番通報とAEDの手配)

▼
 気道の確保・呼吸の確認

▼
 正常な呼吸をしているか確認

▼
 人工呼吸２回 (省略可能)

▼
 胸骨圧迫30回と人工呼吸２回の

組み合わせを繰り返す
▼

 AEDの到着
(電源を入れて電極パッドを装着)

▼
 心電図の解析

(電気ショックは必要か？)

 電気ショック１回｡
その後ただちに胸
骨圧迫と人工呼吸
を再開
(５サイクル・２
分間)

ただちに胸骨圧迫
と人工呼吸を再開
(５サイクル・２分
間)

必要あり 必要なし
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●
倒
れ
て
い
る
人
を
確
認
し
た
ら

突
然
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
人
を
救
う
た
め
に
は
、
そ
ば
に

居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置
を
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
、
ま

ず
傷
病
者
の
肩
を
た
た
き
な
が
ら
、
耳

元
で
だ
ん
だ
ん
大
き
な
声
で
呼
び
か
け
、

意
識
が
あ
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
反
応

が
な
い
場
合
は
、
周
囲
の
人
に
助
け
を

求
め
ま
す
。
協
力
者
が
い
る
場
合
に
は

１
１
９
番
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
を
要

請
し
ま
す
。
自
分
し
か
い
な
い
場
合
に

は
、
ま
ず
自
分
で
１
１
９
番
通
報
す
る

こ
と
を
優
先
し
ま
す
。
次
に
気
道
を
確

保
し
ま
す
。
傷
病
者
の
喉
の
奥
を
広
げ

て
肺
に
空
気
を
通
し
や
す
く
す
る
た
め
、

片
手
で
額
を
押
さ
え
な
が
ら
、
も
う
片

方
の
手
で
あ
ご
先
を
持
ち
上
げ
ま
す
。

●
心
肺
蘇
生
法
の
実
施

気
道
を
確
保
し
た
ま
ま
、
傷
病
者
の

口
と
鼻
に
自
分
の
頬
を
近
づ
け
、
正
常

な
呼
吸
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
10
秒

間
か
け
て
確
認
し
ま
す
。
正
常
な
呼
吸

を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
人
工
呼
吸
と
胸
骨
圧
迫

(
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ)

を
繰
り
返
し
ま

す
。人

工
呼
吸
は
、
傷
病
者
の
気
道
を
確

保
し
た
ま
ま
額
に
当
て
た
手
で
鼻
を
つ

ま
み
、
空
気
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
て

約
１
秒
か
け
て
息
を
吹
き
込
み
、
胸
が

持
ち
上
が
る
の
を
確
認
し
ま
す
。
成
人

へ
の
胸
骨
圧
迫
は
、
乳
頭
と
乳
頭
を
結

ぶ
線
の
真
ん
中
に
片
方
の
手
の
付
け
根

を
置
き
、
反
対
の
手
を
上
に
重
ね
指
を

組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
胸
が
約
５
セ
ン

チ
沈
み
込
む
力
で
１
分
間
に
１
０
０
回

の
テ
ン
ポ
で
絶
え
間
な
く
圧
迫
し
ま
す
。

人
工
呼
吸
を
２
回
と
胸
骨
圧
迫
30
回
の

組
み
合
わ
せ
を
１
サ
イ
ク
ル
と
し
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
到
着
す
る
ま
で
継
続
し
て
行
い

ま
す
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
届
い
た
ら
ま
ず
電
源
を
入

れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
音
声
で
使
用
手

順
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
傷
病
者
の
衣

服
を
取
り
除
き
、
胸
に
パ
ッ
ド
を
装
着

す
る
と
自
動
的
に
心
電
図
の
解
析
を
行

い
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
を
判
断

し
ま
す
。
こ
の
と
き
傷
病
者
の
体
に
触

れ
な
い
よ
う
、
周
囲
の
人
に
指
示
を
し

て
く
だ
さ
い
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要

な
い
と
き
に
は
、
そ
の
ま
ま
胸
骨
圧
迫

と
人
工
呼
吸
を
再
開
し
ま
す
。
電
気
シ
ョ
ッ

ク
が
必
要
な
と
き
は
、
周
り
の
人
に
傷

病
者
か
ら
離
れ
て
も
ら
い
、
点
灯
し
て

い
る
通
電
ボ
タ
ン
を
押
し
て
心
臓
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ま
す
。
通
電
後
は

音
声
指
示
に
従
い
、
胸
骨
圧
迫
と
人
工

呼
吸
を
再
開
し
ま
す
。

●
重
要
な
の
は
絶
え
間
な
い
胸
骨
圧
迫

救
命
処
置
で
は
絶
え
間
な
い
胸
骨
圧

迫
が
最
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
な
か
っ
た
り
、
感
染

症
の
危
険
性
な
ど
で
人
工
呼
吸
が
で
き

な
か
っ
た
り
し
た
と
き
で
も
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
、
胸
骨
圧
迫
を
継
続

す
る
だ
け
で
、
命
を
救
え
る
可
能
性
が

飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
。
１
人
だ
け
の

処
置
で
は
、
体
力
的
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
の
で
、
複
数
の
人
が
交
代
で
行
う

4

傷病者の肩をたたきながら大き
な声で呼びかけ､ 反応を確認す
る｡

気道を確保します｡周囲の人に119番通報とAEDの
手配を要請します｡

正常な呼吸をしているかどうか
を10秒間観察します｡

胸の真ん中を重ねた両手で垂直
に圧迫します｡

AEDの電極パッドを右の鎖骨
の下と左脇腹にしっかりと貼り
付けます｡ 体が濡れていたらふ
き取ってから装着します｡

電極パッドを貼り付けたら､ 傷
病者から離れ体に触れないよう
にします｡ 心電図の解析をAE
Dが開始します｡

ショックが必要なときに光るボ
タンを押してショックを与えま
す｡

11 22 33 44

66 77 88 99
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●吉田町

施設の名称 電話番号
安芸高田市役所本庁舎 42-2111
クリスタルアージョ 42-2411
中央保健センター 47-1275
吉田運動公園 42-1010
吉田サッカー公園 42-1600
吉田屋内温水プール 47-1210
吉田老人福祉センター 42-4074
可愛小学校 43-0005
郷野小学校 43-0152
吉田小学校 42-0368
吉田中学校 42-0400
吉田高校 42-0031
郷野地区コミュニティ集会所 2511-10 (有線)
可愛集会所 2443-10 (有線)
丹比西コミュニティ集会所 2342-11 (有線)
吉田生活改善センター 2731-05 (有線)
ふれあいセンターいきいきの里 42-3359

●八千代町

施設の名称 電話番号
八千代支所 52-2111
八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター 52-2320
八千代保健センター 52-2941
刈田小学校 52-2009
根野小学校 52-3002
八千代中学校 52-2007
上根集会所 52-3144
下根集会所 52-3524
日韓友好親善刈田地域まちづ
くりセンター

52-2247

八千代基幹集落センター 52-2246

●美土里町

施設の名称 電話番号
美土里支所 54-0311
神楽門前湯治村 54-0888
美土里Ｂ＆Ｇ海洋センター 54-0963
美土里小学校 54-0047
美土里中学校 54-0142
横田地域活動拠点施設 3305-13 (有線)
本郷地域活動拠点施設 ―
北地域活動拠点施設 3258-04 (有線)
生桑地域活動拠点施設 ―

●吉田町

施設の名称 電話番号
上野歯科医院 42-0252
佐々木クリニック 43-1111
沢崎外科 42-3431
山崎歯科医院 42-3527
吉田病院 42-0636
スターライト工業 43-0721
清風会サンブリエ 43-0611
清風会吉田清風荘 43-1026

●八千代町

施設の名称 電話番号
児玉病院 52-2511
八千代病院 52-3838
八千代カントリー 52-2121

●美土里町

施設の名称 電話番号
Ａコープみどり店 54-0032

●高宮町

施設の名称 電話番号
Ａコープ高宮店 57-0669
リージャスクレストゴルフク
ラブグランド・ロイヤル

57-1881

●甲田町

施設の名称 電話番号
徳永医院 45-2032
増田内科小児科 45-2031
森田歯科医院 45-2113
甲立駅インフォメーションセ
ンター (甲迎館)

―

●向原町

施設の名称 電話番号
特別養護老人ホームかがやき 46-7500
黒岩歯科医院 46-2123
中村医院 46-5588
Ａコープ向原店 46-3314
共同ホームひとは・ひとは作業所 46-2960

AAEEDDをを設設置置ししてていいるる公公共共施施設設AAEEDDをを設設置置ししてていいるるそそのの他他のの施施設設

特集・大切な命を救う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
集
ま
る
基
幹
集
会
所
、
公
共
施
設
、

学
校
施
設
、
医
療
機
関
、
店
舗
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
場
所
を

確
認
さ
れ
、
も
し
も
の
と
き
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 
 

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
施
設

や
、
屋
外
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
で
迅
速
な
救
命
処
置
が
行

え
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
貸
出
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
貸
出
要
件
】

・
安
芸
高
田
市
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
対
象
と
す
る
。

・
原
則
１
件
の
申
請
に
対
し
１
台
の
貸

出
と
す
る
。

・
貸
出
期
間
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
前
日

か
ら
終
了
後
翌
日
ま
で
の
間
と
す
る
。

・
参
加
者
が
10
人
以
上
見
込
め
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
限
る
。

・
借
受
時
に
は
申
請
者
の
う
ち
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
参
加
す
る
方
が
必
ず
借
り

受
け
を
す
る
こ
と
と
す
る(

使
用
指

導
を
行
う
た
め)

。

【
貸
出
料
】

無
料

【
貸
出
手
続
】

①
貸
出
し
を
希
望
す
る
日
の
前
日
ま
で

に
受
付
窓
口
に
申
請
書
を
提
出
す
る
。

※
申
請
書
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
関
係

す
る
課
ま
た
は
、
消
防
本
部
・
各
支

所
総
合
窓
口
課
・
危
機
管
理
室
ま
で
。

②
貸
出
決
定
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、

消
防
署
に
持
参
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
借

り
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
終
了
後
速
や
か
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
消
防
署

に
返
却
し
、
使
用
実
績
報
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
室

℡
４
２－

５
６
２
５
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ＡＥＤは､ 箱に入れ
て設置しています｡
緊急時には取り出し
て使用してください｡

●高宮町

施設の名称 電話番号
高宮支所 57-0311
高宮Ｂ＆Ｇ海洋センター 57-1616
川根小学校 58-0005
来原小学校 57-1012
船佐小学校 57-0056
高宮中学校 57-0050
高宮高校 57-0004
羽佐竹コミュニティホーム 4286-12 (有線)
来原コミュニティセンター ―
来女木公民館 4406-11 (有線)
上佐コミュニティセンター ―
下佐コミュニティセンター 4255-04 (有線)
船木ゆめ広場 4318-08 (有線)
房後ふれあいセンター 4376-10 (有線)
高宮川根生活改善センター・
川根地域振興センター

4232-04 (有線)

●甲田町

施設の名称 電話番号
甲田支所 45-4111
ふれあいセンターこうだ 45-4939
小田小学校 45-3009
小田東小学校 45-2068
甲立小学校 45-2050
甲田中学校 45-2003
小原中央集会所 5222-13 (有線)
深瀬コミュニティ会館 5302-09 (有線)
甲立基幹集落センター 5367-12 (有線)

●向原町

施設の名称 電話番号
向原支所 46-3111
向原小学校 46-2035
向原中学校 46-2049
向原高校 46-2322
中長田集会所 46-4190
有留地区多目的集会所 46-2976
上長田地区多目的集会所 46-2974
寺山地区多目的集会所 46-2962
向原戸島地区生活改善センター 46-2937
向原坂地区生活改善センター 46-2961
向原保垣地区生活改善センター 46-2969
ふれあいプラザ戸島 46-2053
ふれあいプラザ坂 46-2946
ふれあいプラザ有保 46-4599
ふれあいプラザ長田 46-4093
ふれあいプラザ向原 46-7180



９月10日は ｢下水道の日｣
小田東小と向原小の児童が下水処理場を見学
自分たちが出した汚れた水の処理の仕方を知り､ 環境にや
さしい水の使い方を考えるために､ 市内の小学生が浄化セン
ターを見学しました｡
９月３日 (木) に小田東小学校の４・５年生37名が甲田浄
化センターで見学､ ４日 (金) には､ 向原小学校４年生25名
が向原中央浄化センターを見学しました｡ 汚れた水がきれい
になる過程や､ 顕微鏡での微生物の動きの観察では ｢こんな
小さな生き物が汚れをきれいにしているのか｣ と驚いていま
した｡ 児童たちは､ センターを管理している人の説明を聞い
て､ あらためて自分たちの水の使い方を考える貴重な体験と
なりました｡

犯人扱いされた河野義行さんが講演
たかみや人権会館オープン23周年記念講演会
８月28日 (金) 田園パラッツォで､ たかみや人権会館オー
プン23周年記念講演会が行われました｡ 講師に1994年の ｢松
本サリン事件｣ の被害者でありながら犯人扱いをされ､ 報道
被害と人権侵害にあわれた河野義行さんを迎えて､ ｢疑惑は
晴れようとも｣ との演題で話されました｡ 無実にもかかわら
ず､ 警察による家宅捜索や連日にわたる取り調べと､ 犯人と
して報道されるという被害に1年間耐えられました｡ ｢人は孤
立したときに弱いもの｡ 自分のことを信じてくれる家族や友
人がいることで､ つらいことを乗り越えていける｡ これが被
害にあって得た教訓です｣ と､ 力強く語られていました｡

9

新しくなったコースで迫力のある走り
土師ダムでＢＭＸの大会が開催
８月29日 (土) のどごえ公園に隣接する土師ダムＢＭＸト
ラックで､ 2009ＪＢＭＸスーパーシリーズ第４戦兼安芸高田
市長杯争奪ＢＭＸ選手権が開催されました｡ 国際大会も開催
できるよう改修されたコースを選手たちは優勝をめざし力強
く走っていました｡ 当日は､ 子どもたちがコースを走行でき
る教室やトップ選手との記念撮影会も行われました｡ 花火大
会にあわせて開催されたこともあり､ 選手のジャンプや迫力
ある走りを多くの観客が観戦していました｡

身近にクラシック音楽などに触れよう
街角コンサートひろしま夏の芸術祭
｢ひろしま夏の芸術祭｣ は､ ８月10日から31日までの期間

中､ 県内各地で街角コンサートやクラシックセミナーなどを
行い､ 気軽にクラシック音楽や美術に触れることを目的に､
今年初めて開催されたものです｡ 安芸高田市内でも､ 22日
(土) にクリスタルアージョと甲田文化センターミューズで
安芸高田ウィンドアンサンブルによる吹奏楽演奏が､ 28日
(金) に美土里生涯学習センターまなびで尺八とピアノのア
ンサンブルの演奏が行われ､ 市民の皆さんはクラシックメド
レーなどを心地よさそうに聴かれていました｡

8

吉田町出身の映画監督 近永深生さんが撮影
吉田神楽団のドキュメンタリー映画の上映会
８月22日 (土) クリスタルアージョで､ ドキュメンタリー
映画 ｢道～吉田神楽団の挑戦｣ の完成披露上映と神楽上演会
がありました｡ この映画の監督をされたのは､ 高校まで吉田
町で過ごされ､ 現在は東京で活躍されている近永深生さん｡
この映画は､ 吉田神楽団の練習風景や公演風景､ 団員の素顔
を撮影したドキュメンタリー映画です｡ 製作のきっかけは､
近永監督の同級生で､ 吉田神楽団員である波多野八朗さんの
公演を､ 帰郷したときに見たことからでした｡ そのとき､ 神
楽を映像として形に残したいと思われ撮影を始められました｡
去年の４月から７月にかけて撮影は行われ､ 年末から年明け
にかけて補足の撮影をされ､ 夏の完成に向けて編集作業を続
けられてきました｡
舞台あいさつでは､ 近永監督と波多野さんが撮影秘話など
を話され､ 監督の ｢撮影しているのに団員がカメラを避けて
通りました｣ との話には､ 会場から笑い声が｡ 映画の主人公
である吉田神楽
団による ｢塵倫｣
と ｢元就公｣ の
２演目も上演さ
れ､ 会場は立ち
見がでるほどの
盛況となりまし
た｡

舞台あいさつをされる近永深生監督 (中央) と
吉田神楽団員の波多野八郎さん (右)｡

今年は音楽とナレーションで花火を演出
第６回安芸高田花火大会
８月29日 (土) 八千代湖で第６回安芸高
田花火大会が開催されました｡ ステージ発
表では､ よさこいソーランやバンド演奏､
仮装衣装を着た踊り､ 八千代音頭などの披
露､ 吉田町出身のボーカルなどからなる２
人組みのユニット ｢Free Face｣ のライ
ブがあり会場を盛りあげていました｡ 残念
ながら吉田神楽団による上演は降り始めた
雨により中止となりました｡ 花火の打ち上
げ時間には雨も止み､ 約2,000発の花火が
音楽とナレーションとともに打ち上げられ､
美しい水中花火などに､ 訪れた約１万5,000
人の観客は大きな歓声を上げていました｡

【ご支援とご協力ありがとうございました】
一般協賛金や市内各所に設置した協賛募
金箱にご協賛をいただきありがとうござい
ました｡ 皆さんのご協力に厚くお礼申し上
げます｡
●総額 1,787,144円
(協賛金1,332,490円､ 協賛募金箱454,654円)

安芸高田花火大会実行委員会

吉田神楽団による ｢塵倫｣ と ｢元就公｣ の上演｡
いつも以上に気合いの入った公演をされました｡ 映画を鑑賞される方たち
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自
衛
消
防
隊
消
防
競
技
大
会

を
開
催
し
ま
す

●
と

き

10
月
２
日

(

金)

午
後
１
時
30
分
か
ら

※
雨
天
時

10
月
８
日(

木)

●
と
こ
ろ

安
芸
高
田
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト

(

吉
田
運
動
公
園
と
な
り)

事
業
所
の
代
表
選
手
が

｢

自
ら
の
事

業
所
は
自
ら
が
守
る｣

を
合
言
葉
に
、

屋
内
消
火
栓
や
消
火
器
を
使
用
し
て
消

火
タ
イ
ム
な
ど
を
競
い
ま
す
。

地
震
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
備
え

地
震
は
、
何
よ
り
も
家
庭
や
職
場
で

の
普
段
の
備
え
が
大
切
で
す
。
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
話
し
合

い
を
持
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
緊
急
地
震
速
報
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
は
地
震
の

発
生
直
後
に
、
震
源
に
近
い
地
震
計
で

と
ら
え
た
観
測
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、

震
源
や
地
震
の
規
模

(

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド)

を
直
ち
に
予
測
し
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
各
地
で
の
主
要
動
の
到
達
時
刻
や

震
度
を
推
定
し
、
可
能
な
限
り
素
早
く

皆
さ
ん
に
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

●
一
般
的
な
情
報
入
手
方
法

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

・
携
帯
電
話

・
専
用
端
末
や
専
用
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
パ
ソ
コ
ン
な
ど

●
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
ら

情
報
を
見
聞
き
し
て
か
ら
地
震
の
強

い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は
、
数
秒

か
ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
取

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

重
要
な
の
は

｢

周
囲
の
状
況
に
応
じ

て
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を

確
保
す
る｣

こ
と
で
す
。

・
人
が
大
勢
い
る
施
設
で
は
、
施
設
の

係
員
の
指
示
に
従
い
、
あ
わ
て
て
出

口
に
走
ら
な
い
。

・
街
中
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
や

看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下
に
注

意
し
て
建
物
か
ら
離
れ
る
。

・
山
や
が
け
付
近
で
は
、
落
石
や
が
け

崩
れ
に
注
意
す
る
。

・
自
動
車
運
転
中
は
、
あ
わ
て
て
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
ず
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を

点
灯
し
、
揺
れ
を
感
じ
た
ら
ゆ
っ
く

り
停
止
す
る
。

・
鉄
道
や
バ
ス
に
乗
車
中
は
、
つ
り
革

や
手
す
り
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
る
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
、
最
寄
の
階
で
停

止
さ
せ
て
、
す
ぐ
に
降
り
る
。

・
家
の
中
に
い
る
と
き
は
、
頭
を
保
護

し
丈
夫
な
机
の
下
な
ど
に
隠
れ
、
あ

わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

●
家
庭
な
ど
で
の
日
ご
ろ
の
備
え

・
家
具
が
倒
れ
る
と
逃
げ
道
ま
で
塞
が

れ
る建

物
に
被
害
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
家
具
の
転
倒
や
散
乱
に
よ
っ

て
、
逃
げ
遅
れ
た
り
室
内
で
ケ
ガ
を

負
っ
た
り
し
ま
す
。
食
器
棚
な
ど
は

扉
が
開
い
て
中
の
食
器
類
が
散
乱
し
、

冷
蔵
庫
や
ピ
ア
ノ
は
移
動
し
て
し
ま

い
テ
レ
ビ
や
電
子
レ
ン
ジ
が
飛
ぶ
と

い
っ
た
、
日
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い

現
象
が
起
こ
り
ま
す
。

・
家
具
を
転
倒
さ
せ
な
い
た
め
に
は
固

定
が
必
要

家
具
を
Ｌ
型
金
物
な
ど
で
壁
に
固

定
す
る
と
転
倒
を
防
止
で
き
ま
す
。

・
家
具
の
配
置
も
工
夫
が
必
要

就
寝
時
に
家
具
の
転
倒
に
よ
る
被

害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、
家
具
の

配
置
に
工
夫
が
必
要
で
す
。
安
全
な

就
寝
の
位
置
は
家
具
の
側
面
で
す
。

も
し
も
家
具
の
前
方
に
就
寝
す
る

場
合
は
、
家
具
の
高
さ
以
上
に
十
分

な
距
離
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル｢

１
７
１｣

は
、
地
震
、
噴
火
な
ど
の
災
害
の
発

生
に
よ
り
、
被
災
地
へ
の
通
信
が
増

加
し
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ

た
場
合
に
提
供
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

最
近
で
は
、
災
害
用
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
伝
言
板

(

Ｗ
ｅ
ｂ
１
７
１)

も
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
気
象
庁
・
総
務
省
消

防
庁
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
・
西
日
本
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

８月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

3件

106件

5件

4件

(28件)

(823件)

(17件)

(28件)

就寝部分

家家
具具

縦桟

家具

ＬＬ型型金金物物
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

岡崎
おかざき

遥海
はる か

さん (吉田小５年生)

岡崎さんは､ 安芸高田市でただ一人のカヌー
スラローム競技の選手です｡ この競技は､ 急流
に約20か所設置された２本のポールでできたゲー
トを順番にくぐりながら漕ぎ下り､ ゴールまで
の速さを競うものです｡ この競技に出会ったの
は小学１年生のとき｡ 家族で遊びに行った作木
町の川でカヌーに乗ったことからでした｡ ｢流
れがあっておもしろいから続けてみたいと思っ
た｣ と岡崎さん｡ スラロームができる作木カヌー
クラブに入り練習を重ねるほか､ 月に１､ ２回
は大分県まで練習に行っています｡ 大会にも数
多く出場し､ 『大分国体メモリアル・カヌース
ラローム・ワイルドウォーターコンペティショ
ン』 で優勝などを果たしています｡ ｢大会に出
場すると日本代表選手などに､ うまくなるコツ
を教えてもらえます｡ コツを話している人のそ
ばに行き､ 聞き耳を立てることもある｣ と笑い
ながら話されます｡ 岡崎さんは ｢負けたくない
から練習をかんばる｡ 目標は世界一になること
です｣ と､ 力強く話されました｡

                     

柔道
【団体の部】三ツ矢柔道スポーツ少年団
【個人の部】●１・２年の部 砂田翔吾 (吉田)

●３・４年の部 岸野倖成 (吉田)
●５・６年の部 岸野海輝 (吉田)

バレーボール
小原クラブ (甲田)

バドミントン
【１ 部】 山本 雄也 (吉田)・藤村 安輝 (吉田)
【２ 部】 三上めぐみ (吉田)・中谷 美樹 (吉田)
【３ 部】 山縣 大希 (高宮)・狩野 貴弘 (高宮)
【初心者】 増田 大矩 (吉高)・常光 一真 (吉高)

ソフトボール
八千代

ソフトバレーボール
【小学生の部】 ミッキーズ (吉田町)
【クィーンの部】 陽組 (吉田町)
【混成の部】 火曜会A (吉田町)

空手道
【団体】●小学生 甲田空手道スポーツ少年団

●中学生 吉田空手道スポーツ少年団 (A)
【個人】●１～２年男子 浅井 天 (甲田)

●３～４年男子 内山 翔太 (吉田)
●５～６年男子 今本 響也 (甲田)
●中学生男子 坂口 太一 (吉田)
●１～３年女子 堤 智香 (甲田)
●４～６年女子 今本 瑠里 (甲田)

剣道
【個人】●小学４年以下男子 桑岡 大輔 (春風館)

●小学５～６年男子 山根 信久 (一心館)

●中学１年男子 国木 壮大
(八千代剣道スポーツ少年団)

●中学２～３年男子 秋田 祥吾 (吉田中)
●小学４年以下女子 深見 響

(甲田剣道スポーツ少年団)
●小学５～６年女子 下杉 綾奈

(美土里剣道スポーツ少年団)
●中学１年女子 新川 乃亜 (吉田中)
●中学２～３年女子 井上珠梨奈

(美土里剣道スポーツ少年団)
●一般男子 田中 道俊 (春霜会)
●一般女子 矢野 真紀 (甲田地区体協)

【団体】●小 学 生 一心館Ａ
●中 学 生 吉田中Ａ
●一 般 春霜会Ａ

インディアカ
向原Ａ (向原)

卓球
【個人】●硬式男子 稲垣 知博 (吉田)

●硬式女子 角川 智恵 (吉田)
●ラージ男子 清水 武則 (吉田)
●ラージ女子 上岡久美子 (甲田)

【団体】●硬式団体 吉田Ａ (稲垣知博､ 角川智恵)
●ラージボール団体

甲田Ａ (大杉俊秀､ 上里五子)

ソフトテニス
【個人】●男子 中井規之・丸田浩司組 (甲田)

●女子 隅井京子・本田光代組 (八千代)
【団体】高宮地区体協

グラウンド・ゴルフ
【男子】渡辺 孝康 (吉田)
【女子】冨吉ミツエ (吉田)

                  ●と き ８月23日 (日)
●ところ 安芸高田市内６会場

■瑞宝双光章

佐藤
さ とう

隆莊
りゅうそう

さん (向原町)

昭和16年か
ら約20年間､
教諭として向
原尋常高等小
学校､ 有保国
民学校､ 小田
小学校に就任｡
昭和40年から
８年間､ 教頭

として浅塚小学校､ 誠和中学校に
就任｡ 昭和48年から８年間､ 校長
として船佐小学校､ 向原小学校に
就任され､ 36年間にわたり学校教
育に貢献されました｡ また､ 向原
町教育委員会の委員や委員長を８
年間務められ､ 教育の充実・発展
のために尽力されました｡
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
10月２日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター ●育児相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成21年６
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成19年４
月生まれ｡
※内容：身体測定・
食生活・歯・育
児全般における
相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

10月６日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

10月13日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

10月14日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

10月20日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

10月28日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

10月23日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

子どものしつけ

１歳を過ぎ幼児らしくなってくると､ 徐々に子どもは自
我に芽生え自己主張を始めます｡ それは大人になり､ 自立
していくための土台を育てるために必要な過程です｡ とは
いえ､ 毎日 ｢いやいや｣ と言う､ 何回も同じことを言わせ
る､ 思いどおりにならないなど､ どんなに子どもを愛して
いても疲れることもあります｡ 子どもの自我を押さえ込む
ことなく､ うまく伝えることができればいいですね｡

●子どもの行動を３つに分ける
①してほしい行動
洋服を着る・お手伝いをしてくれる

②してほしくない行動
ぐずぐず言う・兄弟げんか・口ごたえ

③許しがたい行動
幼い兄弟を叩く・車道に飛び出す・だまって外出

●行動別､ 親の対処のポイント
①してほしい行動には気づく､ 注目する

ほめる､ 励ます､ 感謝する｡ できれば目をみて､ そ
の行動に気づいていることを知らせる｡

②してほしくない行動にはクールに接する
・普通の顔､ 無表情､ 興奮して叱らない｡
・場所を移動して親も子もクールダウン｡
・してほしい行動が現れた時はすかさずほめ､ これを
繰り返してよい方向へ導く｡
・大きな課題は小さな課題に分割して与える｡
例) ｢部屋を片付けなさい｣ ではなく､ ｢本をまずか
たづけようね｣ や ｢ここは手伝ってあげよう｣ な
ど

・選択させる (個人差はありますが１歳半ごろから有
効です)
例) ｢早く服を着なさい｣ ではなく､ ｢これとこれど
ちらを着る？｣ と言うと嫌な感じがしない｡

・予告する
例) ｢あと１回滑り台したらおうちに帰るよ｣
・～したら～して良いという取引
例) ｢チャイルドシートに座ったら公園に連れて行
く｣

・具体的な指示をだす
例) ｢やめなさい｣ ではなく ｢はさみをテーブルの
上に置きなさい｣

③許しがたい行動
・まずはその行動をとめる｡ 抱きしめてとめる｡
注) 殴ってはいけません｡ 恐怖心しか残らず､ 改善
することもありません｡

・なぜそうせざるを得なかったかを聞いて､ その子な
りの理由を理解する｡
・なぜするのか聞いても答えず､ うそをつく場合もあ
ります｡ それは､ 父母に嫌われたくないからです｡
安心して話せるように冷静に接することです｡
・許しがたい行動をしたくなったらどうするか､ どう
すればしなくて済むかを子どもと決めておく｡
・次回しないように目を見てしっかりと約束し､ 子ど
もが納得しているかを確認する｡ しかし､ 約束をす
ぐに守れるようにならないのが子どもです｡ 繰り返
すことで身につきます｡ かかる時間も個人差があり
ます｡ 気長に冷静に｡

月日･受付時間 対 象 会 場

10月８日 (木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H18年４月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

10月15日 (木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H20年３月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

10月22日 (木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H20年12月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般の個別相談｡
※対象児には個人通知します｡

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
～親子でブラ
シッング～
10月７日(水)
10:00～11:30

１歳
７か月児～

(吉田)
中央保健
センター

９月30日～

10月６日

★お口の発達にあっ
た食事をしよう！
(デモストレーショ
ンと試食など)
★こどもだけでおや
つクッキング
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(親子とも)

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

10月16日(金)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳
６か月児

(吉田)
中央保健
センター

10月９日～
10月15日

★お口の発達にあっ
た食事をしよう！
(デモストレーショ
ンと試食など)
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【乳幼児健康教室】

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
10月19日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

児童福祉司
児童心理司

要予約 (予約先：
保健医療課)

10月21日(水)
10:00～15:00

(美土里)
生涯学習センターまなび

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

※心の発達や言葉について相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 (℡42－5619) へお申込くだ
さい｡

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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図書館でのおはなし会

●八千代図書館 [おはなし会]
10月17日 (土) 11：15～
八千代人権福祉センター

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
10月10日 (土) 10：30～
田園パラッツォ

●安芸高田市立中央図書館
[おはなし会]
10月15日 (木)
対象：０歳から２歳くらいまで 10：30～
対象：３歳から４歳くらいまで 11：00～
クリスタルアージョ２階 研修室203
[絵本と紙芝居のおはなし会]
10月24日 (土)
対象：５歳から９歳くらいまで 14：30～
中央図書館 和室

●甲田図書館 [かみしばい会]
10月17日 (土) 10：30～
ミューズ２階

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

日 時 保育所(園)名 内 容
10月１日 (木)
9：30～11：30

向原こばと園
℡46－2018 園 庭 開 放

10月２日 (金)
10：30～12：00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

10月４日 (日)
9：00～11：30

みどりの森保育所
℡54－0880 運 動 会

10月６日 (火)
10：00～11：30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

10月６日 (火)
9：30～11：00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 開 放

10月７日 (水)
9：30～11：00

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 開 放

10月８日 (木)
10：00～11：30

ひまわり保育所
℡55－0880 園 庭 開 放

10月８日 (木)
10：00～11：30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 開 放

10月９日 (金)
10：00～11：30

吉田幼稚園
℡42－2788 園 庭 開 放

10月９日 (金)
10：30～12：00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

10月13日 (火)
10：00～11：30

吉田保育所
℡42－0662 秋 の お 散 歩

10月13日 (火)
9：30～11：00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 開 放

10月13日 (火)
10：00～11：30

甲立保育所
℡45－2199 園 庭 開 放

10月14日 (水)
9：30～11：00

みどりの森保育所
℡54－0880 人 形 劇

10月15日 (木)
9：30～11：30

向原こばと園
℡46－2018 園 庭 開 放

10月16日 (金)
10：30～12：00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

10月20日 (火)
10：00～11：30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

10月23日 (金)
10：00～11：30

吉田幼稚園
℡42－2788 お た の し み 会

10月23日 (金)
10：30～12：00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

10月27日 (火)
10：00～11：30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

10月28日 (水)
10：00～11：30

小原保育所
℡45－2653 人 形 劇

10月28日 (水)
9：30～11：30

入江保育園
℡43－1011 体 験 入 園

10月29日 (木)
10：00～11：30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

※下記の保育園は､ 随時､ 園庭開放を行っていますが､ 行事
の都合などがありますので､ 各保育園にお問い合わせくだ
さい｡
●刈田保育園(℡52－2099) ●八千代南保育園(℡52－3048)
●可愛保育園(℡43－1776)

ポリオ生ワクチン投与
●対 象 生後３か月以上90か月未満で､ ２回受けてい

ないお子さんに個人通知します｡
●問い合わせ 保健医療課 ℡４２－５６１９

子育て支援センター
クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向け
のオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽
にご利用下さい｡ 子どもたち

と遊びながら､ おしゃべりをして､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30

【子育て交流会】
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応じ
ています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
〈電話での相談も受け付けています｡〉
■受付時間 月曜～金曜日 ８:30～17:30

℡47-1283

と き と こ ろ 内 容
10月８日 (木)
10：00～11：30

クリスタルアージョ
203研修室

一緒に遊ぼう
※０～１歳児対象

10月22日 (木)
10：00～11：30

クリスタルアージョ
203研修室

一緒に遊ぼう
※２～３歳児対象

月日・受付時間 対象者生年月日 会場
10月１日 (木)
13：00～13：15

平成14年４月３日～
平成20年11月30日

(吉田)
中央保健センター

10月６日 (火)
13：00～13：15

平成14年４月８日～
平成21年７月６日

(向原)
保健センター

10月９日 (金)
13：00～13：15

平成20年12月１日～
平成21年５月31日

(吉田)
中央保健センター

10月13日 (火)
13：00～13：15

平成14年４月15日～
平成21年７月13日

(美土里)
山村開発センター

10月14日 (水)
13：00～13：15

平成14年４月16日～
平成21年７月14日

(高宮)
基幹集落センター

10月20日 (火)
13：00～13：15

平成14年４月22日～
平成21年７月20日

(八千代)
人権福祉センター

10月28日 (水)
13：00～13：15

平成14年４月30日～
平成21年７月28日

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

10月29日 (木)
13：00～13：15

平成21年６月１日～
平成21年７月29日

(吉田)
中央保健センター
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健康あれこれ

後期高齢者医療保険料の納付は口座振替で
後期高齢者医療保険料を納付書によりお支払いの方

(普通徴収の方) は､ 口座振替の手続きをお願いします｡
手続きに必要な ｢口座振替依頼書｣ は､ 市役所本庁・
支所および金融機関にあります｡ 手続きはいつでもでき
ますが､ 振替は依頼書を提出された翌月から開始します
ので､ お早めの手続きが便利です｡
※年金からの特別徴収が10月から開始となっている方は､
今年度は納付書によるお支払いでもかまいません｡
●口座振替の手続きに必要なもの
【自分の口座から振替手続きする場合】
・通帳印
・口座番号のわかるもの
【自分以外の口座から振替手続きする場合】
・自分の認印
・振替する口座番号のわかるもの
・振替する口座の通帳印
●問い合わせ先 保健医療課 ℡４２-５６１９

がん闘病相談
安芸高田市医師会訪問看護ステーションでは､ ホスピ
タルダイヤルの相談窓口を開設しています｡
●相談内容
・がんと宣告されたご本人・ご家族からの不安や悩み
・在宅療養を望まれる方やご家族の介護相談
・ご家族を看取られた方のグリーフ (悲嘆) ケア
●相談窓口
安芸高田市医師会訪問看護ステーション
℡42－4119

●相談日時
月曜日～金曜日 午後３時～午後５時

断酒会
広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０８２) ８１４－１８７４
●と き 10月４日 (日)

13:30～15:30
●と き 10月９日(金)・23日(金)

19:00～21:00
●ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合わせください｡

        
安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課 栄養士

旬の野菜を食べよう
｢実りの秋｣ といわれるとおり､ 秋には自然の恵みを

実感する美味しさがいっぱいです｡ うまみを増した食材
で寒くなる季節に向けて丈夫なからだづくりをはじめま
しょう｡
今月の野菜は大根です｡ 大根には酸化酵素のジアスター
ゼや粘膜細胞を強くするビタミンＣが含まれ､ のどの炎
症を鎮め､ 痛みをやわらげてくれる働きがあります｡ 胃
腸の働きを整える作用もあるので､ かぜにともなう下痢

や胃痛などの胃腸の不調を
改善します｡
今回は､ 安芸高田市食生
活改善推進協議会向原支部
が､ 大根を使ったメニュー
を紹介します｡

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課栄養士
にお問い合わせください｡ (℡ ４２－５６１９)

[材料 (４人分)]

大根 ……200ｇ 人参………20ｇ ツナ缶………40ｇ

あえ衣 マヨネーズ 大さじ３と ごま 大さじ１
 
 酢 小さじ１ 塩・こしょう 少々

[作り方]

①大根､ 人参はせん切りにする｡

②ごまをすり､ あえごろもを作る｡

③ツナ缶の油をきり､ ほぐして①の野菜と和える｡

… ………

………… …

大根サラダ

｢健康あきたかた21｣
市民ウォーキングに参加しませんか？
健康あきたかた21推進計画では､ 糖尿病・高血圧・高
脂血症・肥満などの生活習慣病の予防のために運動を推
進しています｡ 日ごろのストレスや運動不足を解消し､
ウォーキングを生活習慣の中に取り入れていただく機会
として ｢健康あきたかた21｣ 市民ウｵーキングを実施し
ます｡ 多数ご参加ください｡
●と き 10月31日 (土) 午前９時～午前９時30分受付
●ところ 吉田運動公園周辺
※参加申込が必要です｡ 詳しくは､ ９月10日付けの回覧
をご覧ください｡ なお､ 小学生以下は保護者同伴で参
加してください｡
●連絡先 保健医療課 ℡４２－５６１９

献血
●とき・ところ
10月14日 (水)
10：00～11：30 モルテン美土里
13：30～15：30 市役所美土里支所
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世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
方
全
員
が
、
１
年
間
に

お
支
払
い
さ
れ
た
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、

基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

●
申
請
手
続

７
月
31
日
時
点
で
加
入
さ
れ
て

い
る
保
険
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
の

場
合
、
支
給
の
対
象
と
な
る
被
保

険
者
の
方
に
は
、
12
月
ご
ろ
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
し
た
ら
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

平
成
21
年
７
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

市
町
村
を
越
え
て
転
居
さ
れ
た
方

や
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康

保
険
に
移
ら
れ
た
方
に
は
お
知
ら

せ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
手
続
き
や
ご
不
明
な
点

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
医
療
課

℡
４
２－

５
６
１
９

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

〜
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
〜

｢

わ
が
家
の
お
す
す
め
一
品｣

を
募
集
し
ま
す

健
康
あ
き
た
か
た
21
で
は
、｢

食
生
活
の
大
切
さ｣

を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご
家
庭
の

｢

朝
ご
は
ん

の
お
す
す
め
一
品｣

や

｢

旬
の
野
菜
を
使
っ
た
一
品｣

な
ど

｢

わ
が
家
の
お

す
す
め
一
品｣

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

安
芸
高
田
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

●
募
集
期
間

随
時
募
集
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募
先
へ
郵
送
ま
た
は

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
保
健
医
療
課
及
び

各
支
所
総
合
窓
口
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

●
応
募
先

《
郵
送
の
場
合
》

〒
７
３
１－

０
５
９
２

安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９
１

安
芸
高
田
市
福
祉
保
健
部
保
健
医
療
課

《
直
接
持
参
の
場
合
》

保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
医
療
課

℡
４
２－

５
６
１
９

※
応
募
い
た
だ
い
た
一
品
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
公
共
機
関
な

ど
で
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し

ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

   

｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

    

平成21年６月診療分
１人当たり費用額 (単位：円)

安芸高田市 県平均 県内順位

一 般 25,717 24,151 10

退職本人 22,881 31,063 20

退職扶養 14,422 23,457 18

全被保険者 25,227 24,475 14

※県内順位…県内23市町で１人当たり費用額が高い順

平成21年度の支給要件と基準額
●合計するときの対象期間
平成21年度は､ 平成20年４月から
平成21年７月末までの16か月間に負
担した金額の基準額を超えた額 (表
のカッコ内の額) をお戻しします｡
※ただし､ 平成20年８月から平成21
年７月までの自己負担額が通常
(12か月) の基準額を超える場合
は､ その超えた額と16か月の額を
適用した額とを比べ､ 大きい額を
お戻しします｡

●70歳～74歳の方

●70歳未満の方

支給要件 基準額
①高齢受給者証の負担
割合が ｢３割｣ となっ
ている場合

67万円
( 89万円)

②①・③・④以外の場
合

56万円
( 75万円)

③世帯員全員が市町村
民税非課税の場合

31万円
( 41万円)

④③のうち､ 世帯員全
員の所得が一定以下
(年金収入が80万円
以下など) の場合

19万円
( 25万円)

支給要件 基準額
①世帯員全員の合計所
得が一定以上 (600
万円以上) の場合

126万円
(168万円)

②①・③以外の場合 67万円
( 89万円)

③世帯員全員が市町村
民税非課税の場合

34万円
( 45万円)
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景
気
の
動
向
に
よ
り
、
平
成
20
年
度

限
り
と
さ
れ
て
い
た

｢

子
育
て
応
援
特

別
手
当｣

が
、
21
年
度
も
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幼
児
教
育
期
の

お
子
さ
ん
を
養
育
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

生
活
支
援
の
た
め
に
、
平
成
21
年
度
版

は
第
１
子
か
ら
支
給
さ
れ
る
よ
う
制
度

が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
基
準
日

平
成
21
年
10
月
１
日

●
申
請
で
き
る
方

基
準
日
に
支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
で
、
次
の
用
件
に
該
当

さ
れ
る
方
。

・
安
芸
高
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主

・
安
芸
高
田
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主

(

短
期
滞
在
の
在
留
者
を
除
く)

・
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど
の
特
例
措
置
に
該
当

す
る
方

(

事
前
申
請)

●
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

生
年
月
日
が
平
成
15
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
の
子
ど
も

●
給
付
額

子
ど
も
１
人
当
た
り

３
万
６
、
０
０
０
円

●
申
請
受
付
期
間

平
成
21
年
12
月
11
日
〜
平
成
22
年
６

月
10
日

(

予
定)

※
12
月
10
日
付
け
で
対
象
世
帯
あ
て
に

申
請
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

●
給
付
方
法

申
請
書
の
提
出
に
よ
り
、
申
請
者
で

あ
る

｢

世
帯
主｣

名
義
の
口
座
へ
入
金

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、｢

広
報
あ
き
た
か
た
12
月

号｣

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど
に
あ
わ
れ
て
い
る

方
は
事
前
申
請
の
特
例
措
置
が
あ

り
ま
す

Ｄ
Ｖ

(

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力)

被
害
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
安
芸
高
田

市
内
で
の
住
民
登
録

(

転
入
・
転
居)

が
困
難
な
方
は
、
事
前
に
申
請
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

●
相
談
受
付
期
間

10
月
１
日

(

木)

〜
末
日
ま
で
の
開
庁
日

相
談
に
際
し
て
は
、
日
時
の
予
約
な

ど
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
状
況
に

よ
り

『

事
前
申
請
書』

に
添
付
す
る
資

料
を
用
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
期
間
の
な
る
べ
く
早
い
う

ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
受
け
し
た
相
談
の
内
容
は
、
秘
密

厳
守
と
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

℡
４
７－

１
２
８
３

給
付

子
育
て
応
援
特
別
手
当

(

平
成
21
年
度
版)

が

給
付
さ
れ
る
予
定
で
す

安
芸
高
田
市
の
開
票
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選
挙

平
成
21
年
８
月
30
日
執
行

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
開
票
結
果

【比例代表選出議員選挙】
●投票結果

男 女 計

有権者数 12,824人 14,317人 27,141人

投票者数 9,427人 10,227人 19,654人

投票率 73.51％ 71.43％ 72.41％

(単位：票)

投票総数 19,654

有効投票数 19,169

無効投票数 485

●開票結果 (単位：票)

届出番号 政党名 得票数
１ 幸福実現党 126
２ 日本共産党 686
３ 社会民主党 814
４ 国 民 新 党 1,192
５ 自由民主党 6,113
６ 民 主 党 7,510
７ 公 明 党 2,728
計 19,169

【小選挙区選出議員選挙】
●投票結果

男 女 計

有権者数 12,824人 14,317人 27,141人

投票者数 9,430人 10,233人 19,663人

投票率 73.53％ 71.47％ 72.45％

(単位：票)

投票総数 19,663

有効投票数 19,261

無効投票数 402

●開票結果 (単位：票)

届出番号 候補者名 得票数

１ 日高 じゅんこ 460

２ 増原 義剛 9,196

３ はしもと 博明 9,605

計 19,261
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だ
れ
も
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

｢

男
女
共
同
参
画
都
市｣
に
な
る
こ
と

を
宣
言
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
９
月
５
日(
土)

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
で
、
安
芸
高
田

市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
男
女
が
と
も
に
協

力
し
合
う
社
会
を
目
指
そ
う
と
、
男
性

料
理
教
室
会
員
と
女
性
会
会
員
に
よ
る

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、
来

場
さ
れ
た
方
々
に
浜
田
市
長
や
会
員
の

皆
さ
ん
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
メ
イ
プ
ル
甲
田

の
皆
さ
ん
が
、｢

安
芸
高
田
の
四
季｣

な
ど
４
曲
を
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
と
も
に
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
浜
田
市
長
は

｢

男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て

10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
男
女
が
性
別

に
よ
り
差
別
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
女

性
が
社
会
に
参
画
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
。

共
催
の
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
藤

沢
美
穂
推
進
課
長
は

｢

内
閣
府
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
と
連
携
し
て
男
女
共
同
参

画
の
推
進
の
た
め
に
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
式
典
を
契
機
に
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
取
組
み
が
促
進

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す｣

と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

浜
田
市
長
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
都

市
宣
言
文
の
宣
誓
の
後
、
内
閣
府
に
よ

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
へ
の
取

り
組
み
や
、
現
在
の
状
況
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
映
画
字
幕
翻
訳
家

の
戸
田
奈
津
子
さ
ん
が

｢

字
幕
の
中
に

人
生
〜
女

(

ひ
と)

と
男

(

ひ
と)

、

と
も
に
豊
か
に
生
き
る
〜｣

と
の
演
題

で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
が
好
き
な

こ
と
か
ら
英
語
に
も
興
味
を
持
ち
勉
強

さ
れ
、
映
画
と
英
語
の
両
方
を
活
か
せ

る
字
幕
の
仕
事
に
就
か
れ
た
戸
田
さ
ん

は

｢

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
す
。
字
幕
は
男
性
だ
け
の
世

界
で
し
た
が
、
差
別
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
力
が
あ
れ
ば
認

め
ら
れ
ま
し
た｣

と
話
さ
れ
、
依
頼
さ

れ
た
通
訳
を
し
た
こ
と
で
有
名
映
画
監

督
と
出
会
い
字
幕
の
仕
事
が
多
く
な
っ

た
こ
と
や
、
来
日
す
る
俳
優
の
す
ば
ら

し
さ
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

メイプル甲田の皆さんによるコーラスでは､
手話をしながらの歌声の披露もありました｡

記念講演をされる映画字幕翻訳家の戸田奈津子さん｡

▲カレーライスは600食分が用意され､
来場者に好評でした｡▼

市民の方にカレーライスを渡される浜田市長｡

男
女
共
同
参
画

安
芸
高
田
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

男女共同参画都市宣言
美しい自然と豊かな伝統文化をはぐくんできたわたした
ちは､ 国際的な視野をもち､ 人がひととして尊重され､ 男
女が互いに協働する ｢人 輝く・安芸高田｣ を実現するた
め､ ここに ｢男女共同参画都市｣ を宣言します｡
１. わたしたちは､ 男女がともに個人として尊ばれ､ 互い
を認めあい､ 個性と能力が発揮できるまちをめざします｡
１. わたしたちは､ 社会のあらゆる活動や意思決定に､ 男
女が平等に参画できるまちをめざします｡
１. わたしたちは､ 家庭・地域・職場で､ 男女が台頭なパー
トナーとして､ 責任を担いあえるまちをめざします｡
１. わたしたちは､ 互いの性を尊重しあい､ いのちを大切
にし､ 安心して生活できるまちをめざします｡

平成21年９月５日 安芸高田市
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｢

行
政｣

と｢

議
会｣

は
車
の
両
輪
の
関
係

私
は
、
民
主
主
義
の
発
展
に
は
、
行
政
と
議

会
の
正
常
な
関
係
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
必
要

不
可
欠
な
要
件
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
事
業
を
、

｢

行
政｣

と｢

議
会｣

と
い
う
別
の
組
織
で
二

重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
よ
り
確
か
な
事
業
と
し

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
市
長
と
し
て
行
政
を

預
か
る
私
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
議
会
を
運
営

す
る
議
員
の
皆
さ
ん
も
、
４
年
ご
と
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
審
判
を
受
け
て
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
は
、
政
策(

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト)

や
施
策
評
価
、
費
用
対
効
果
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
要
望
、
必
要
経
費
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
議

案
と
し
て
取
り
ま
と
め
議
会
に
提
出
し
ま
す
。

議
会
は
事
業
の
執
行
権
、
議
案
の
提
案
権
は
あ

り
ま
せ
ん(

議
員
立
法
と
い
う
例
外
は
あ
り
ま

す)

が
、
審
議
・
議
決
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

行
政
が
提
出
し
た
議
案
を
角
度
を
変
え
て
審
議
・

議
決
し
ま
す
。
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

れ
ば
、
行
政
は
事
業
の
実
施
に
移
り
ま
す
。
反

対
多
数
で
否
決
さ
れ
た
場
合
は
、
法
案
の
修
正

を
し
て
再
度
提
出
す
る
か
、
事
業
の
実
施
を
断

念
す
る
か
の
選
択
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、｢

行
政｣

と

｢

議
会｣

は
車
の
車
輪
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
使
命
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
付
託
に
答

え
る
べ
く
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

  

   

    

９
月
９
日

(

水)

広
島
県
消
防
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

(

広
島
市)

で
、
平
成
21

年
度
広
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

は
、
県
内
の
24
の
強
豪
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
安
芸
高
田
市
消
防
団
か
ら
も
、
６

月
14
日
に
行
な
わ
れ
た
市
の
消
防
操
法

大
会
で
優
勝
し
た
甲
田
町
チ
ー
ム
が
出

場
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
の
内
容
は
、
ホ
ー
ス
を
３
本
使

い
決
め
ら
れ
た
手
順
に
従
い
、
小
型
ポ

ン
プ
を
使
っ
て
い
か
に
早
く
正
確
に
安

全
に
放
水
で
き
る
か
を
競
う
も
の
で
す
。

４
月
か
ら
訓
練
を
は
じ
め
、
夜
間
・

休
日
と
約
60
回
、
半
年
間
に
渡
り
厳
し

い
訓
練
を
し
て
き
た
選
手
た
ち
は
、
大

会
当
日
、
少
し
緊
張
し
た
表
情
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
と
て
も
暑
い
日
で
、
出

番
が
最
後
か
ら
２
番
目
と
い
う
精
神
的

に
厳
し
い
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
気
合
の
こ
も
っ
た
き
れ
い
な

操
法
を
披
露
さ
れ
、
第
５
位
に
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

●
甲
田
町
チ
ー
ム
紹
介

・
責
任
者

金
山

幸
治

(

副
団
長)

佐
々
木

学

(

副
団
長)

・
指
導
員

下
津
江
健
、
柚
木
歩
、
河
本
圭
司
、

黄
幡
伸
治

・
選
手

指
揮
者

住
川

渉

１
番
員

井
上

俊
一

２
番
員

金
山

洋
介

３
番
員

吉
田

健
一

補
助
員

仁
井
田

誠

火点に放水する指揮者と１番員

消
防

平
成
21
年
度
広
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
に
安
芸
高
田
市
消
防
甲
田
町
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た

平成21年４月に見直しが行われた要介護認定の
調査方法が､ 厚生労働省の検討会で検証が行われ､
さらに見直されました｡
内容としては､ 認定調査の際に､ 調査を実施し
た日のみの状態で判定するのではなく､ 日ごろの
状態をより重視するようにしたことや､ 調査項目
の判定基準の一部見直しなどです｡ 今後､ これま
でよりも詳しく皆さんの日ごろの状態をお伺いす
る場合があります｡
この新たな調査方法は､ 10月１日以降に申請さ
れた方から適用されます｡
※要介護認定の仕組みそのものが変わるわけでは
ありません｡
●お問い合わせ先
高齢者福祉課 ℡４２－５６１８

介護保険
10月１日から要介護認定の
調査方法が一部変わります
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９
月
３
日

(

木)
に
、
生
活
・
介
護

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
第
１
期
の
修
了

式
が
行
わ
れ
、
82
名
の
修
了
者
に
浜
田

市
長
か
ら｢

修
了
証
明
書
及
び
認
定
書｣

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
地
域
で
生
活

し
て
い
く
た
め
に
は
、
入
所
施
設
や
在

宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
中

山
間
地
域
で
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
賄
い

き
れ
な
い
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う

た
め
に
、
家
族
を
は
じ
め
地
域
が
お
互

い
に
支
え
あ
い
助
け
合
う
仕
組
み
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
互
助
の
仕
組

み
づ
く
り
と
し
て

｢

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー

構
想｣

を
唱
え
、
今
年
度
か
ら
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て

｢

生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業｣

に
よ
る
生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
一
定
の
福
祉
・
介

護
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
持
っ
た
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
へ
の
生
活
・
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
た
め
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
た

だ
き
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
を
構
築

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

第
１
期
講
習
会
は
、
８
月
５
日
か
ら

９
月
５
日
ま
で
の
期
間
で
、
１
日
４
時

間
の
講
習
を
５
日
間
行
い
、
受
講
者
の

皆
さ
ん
は
、
生
活
支
援
の
た
め
の
基
礎

知
識
や
、
施
設
で
の
実
習
な
ど
を
行
わ

れ
ま
し
た
。

生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
修
了
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
次
の
段

階
と
し
て｢

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業｣

な

ど
へ
の
協
力
を
求
め
て
行
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
定
期
的
な
生
活
支
援
が
必
要
な

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
巡
回
訪
問
し
、

見
守
り
や
生
活
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

週
１
回
の
有
料
に
よ
る
訪
問
と
月
１
回

程
度
の
無
料
の
巡
回
訪
問
に
区
分
し
実

施
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
無
料
の
支
援
と
し
て
、

安
否
確
認
、
買
物
宅
配
の
取
次
ぎ
な
ど

で
す
。
有
料
の
支
援
と
し
て
、
親
族
へ

の
定
期
的
報
告
や
薬
の
受
け
取
り
、
病

院
で
の
付
き
添
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
継
続
的
な
生
活
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
１
コ
イ

ン
募
金
や
寄
付
金
付
き
福
祉
グ
ッ
ズ
の

開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

浜田市長より､ ｢修了証明書及び認定書｣ を
受け取る受講者の代表者｡

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想

生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

第
１
期
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

８
月
19
日

(

水)

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
玄
関
横
で
、
安
芸
高
田
市
安
全
安

心
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
の
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、｢

地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金｣

に
よ
る
緊

急
雇
用
対
策
基
金
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
６
名
を
雇
用
し
市
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や
防
犯
・
交

通
安
全
の
広
報
活
動
、
市
道
の
点
検

(

路
面
の
陥
没
・
法
面
崩
壊
な
ど
の
危

険
箇
所
の
発
見)

な
ど
を
行
う
も
の
で

す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

30
分
ま
で
実
施
し
、
パ
ト
カ
ー
仕
様
の

青
色
回
転
灯
搭
載
車
に
２
名
ず
つ
２
班

に
分
か
れ
乗
車
し
、
吉
田
・
八
千
代
・

向
原
の
区
域
と
美
土
里
・
高
宮
・
甲
田

町
の
区
域
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

出
発
式
で
浜
田
市
長
は
、｢

こ
の
事

業
は
、
雇
用
対
策
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
、
安

全
安
心
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
。
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
代
表
と
し
て
世
羅
隆
道
さ
ん
が

｢

市

民
の
皆
さ
ん
に
安
全
安
心
を
与
え
る
活

動
を
行
な
い
ま
す｣

と
決
意
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
安
芸
高
田
警
察
署
末
本
太

署
長
か
ら

｢
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証｣

を
受
け
取
っ
た
６
名
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

は
、
出
席
者
が
見
守
る
中
、
２
台
の
パ

ト
ロ
ー
ル
車
で
市
役
所
を
出
発
し
ま
し

た
。

市役所を出発する車両｡
安芸高田警察署末本署長からパトロール隊に
｢パトロール実施者証｣ が交付されました｡

安
全
安
心

安
芸
高
田
市
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
の

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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2011年 (平成23年) ７月24日までに現在の地上アナログ放送は終了し､ 地上デジタル
放送に移行します｡ デジタル放送は従来のアナログテレビでそのままでは見ることがで
きません｡
総務省広島県テレビ受信者支援センター (デジサポ広島) では､ ｢地デジを見るには｣
などの地上デジタル放送の説明会(無料)を開催します｡ お近くの会場にご来場ください｡

●とき・ところ

※説明会の時間は約１時間です｡

●お問い合わせ先 総務省広島県テレビ受信者支援センター ℡ (082) 544－0227

10月１日から地上デジタル放送を見るための簡易なチューナー給付などの支援を行います
総務省では､ 経済的な理由などで地上デジタル放送を見ることができない世帯に対して､ 簡易なチュー
ナーを無償給付するなどの支援を､ 本年10月１日から開始します｡
この支援の対象となる方は､ 生活保護などの公的扶助を受けている世帯などで､ 『ＮＨＫ受信料全

額免除』 となっている方です｡
※支援の申し込みには､ ＮＨＫと受信契約を結び､ 『全額免除』 の適用を受けることが必要です｡
※支援は現物給付ですので､ ご自身で購入されたチューナー､ アンテナ改修などの費用を清算するこ
とはできません｡

●お問い合わせ先 総務省 地デジチューナー支援実施センター ℡0570-033840

開
催
日

会 場
開始時間 開

催
日

会 場
開始時間

午前 午後 午前 午後

10
月
28
日(

水)

吉
田

可愛集会所 11：00 ２：00

10
月
30
日(

金)

甲
田

甲立基幹集落センター 11：00 ２：00

クリスタルアージョ (小ホール) 11：00 ２：00 小原中央集会所 11：00 ―

吉田生活改善センター 11：00 ―

向
原

ふれあいプラザ有保 11：00 ―

郷野地区コミュニティ集会所 ― ２：00 安芸高田市向原公民館 11：00 ―

八
千
代

日韓友好親善刈田地域まちづくりセンター 11：00 ― ふれあいプラザ長田 ― ２：00

八千代人権福祉センター ― ２：00 ふれあいプラザ坂 ― ２：00

美
土
里

美土里高齢者コミュニティセンター 11：00 ― 向原戸島地区生活改善センター ― ２：00

本郷ふれあいセンターどんどん ― ２：00

10
月
29
日(

木)

八
千
代

八千代基幹集落センター 11：00 ―

上根集会所 ― ２：00

美
土
里

北振興会館 11：00 ―

生田集会所 ― ２：00

高
宮

田園パラッツオ 11：00 ２：00

エコミュージアム川根 11：00 ―

来原コミュニティセンター ― ２：00

甲
田 安芸高田市甲田支所 11：00 ２：00

総務省広島県テレビ受信者支援センター (デジサポ広島)

｢地デジ説明会｣ を開催します
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安芸高田市制施行５周年記念
ＮＨＫ ｢俳句王国｣ 公開録画 観覧者大募集

ＮＨＫ広島放送局と安芸高田市では､ 安芸高田
市制施行５周年を記念して､ ｢俳句王国｣ の公開
録画を実施します｡ この番組は､ 俳句の持つクイ
ズ・ゲーム性をたっぷりと盛り込んだ知的エンター
テイメントとして､ 毎週土曜日の午前11時からＮ
ＨＫ衛星第２テレビで放送しています｡
是非､ この機会に俳句の世界を覗いてみてくだ
さい｡

●と き 12月12日 (土)
開場：午後１時 開演：午後１時40分
終演予定：午後３時30分

●ところ クリスタルアージョ ホール
●出演者
【主 宰】 寺井 谷子
【ゲスト】 石田 衣良 (直木賞作家)
【司 会】 板倉卓人アナウンサー

神野紗希 (俳人) ほか

●鑑賞申込
入場は無料ですが､ 入場整理券 (１枚で２名様
入場可) が必要です｡ 郵便はがき (往復ではない)
に必要事項を明記の上､ お申し込みください｡

【必要事項】
①郵便番号②住所③
名前④電話番号⑤
『自由題で未発表の
作品を１句』 (お寄
せ頂いた作品の中か
らいくつかの作品を
番組の中で紹介させ
て頂きます｡)
※応募多数の場合は､ 抽選となります｡ 抽選の結
果 (入場整理券はがき並びに落選通知はがき)
は､ 11月19日ごろ発送予定です｡

【申込先】
〒731－0592 (住所不要)
安芸高田市民文化センター ｢ＮＨＫ俳句王国｣ 係
【締め切り】
11月12日 (木) 必着
※ご応募の際いただいた情報は､ 公開録画のご
案内のほか､ ＮＨＫでは受信料のお願いに使
用させていただく場合があります｡

●放送予定
12月19日 (土) 午前11時～11時53分
[ＮＨＫ衛星第２テレビ (全国放送)]

●お問い合わせ
・ＮＨＫ広島放送局 ℡(082)504-5218
(平日：午前９時30分～午後６時)

・安芸高田市教育委員会 ℡(0826)42-5629
(平日：午前９時～午後５時)

安芸高田市文化センター活性化事業

ＮＨＫ総合テレビ 三国志でお馴染みの ｢川本喜八郎｣ 作の大型人形による

日本・中国共同制作 精巧大型人形劇 ｢三国志｣
●と き 10月31日 (土) 開場18：00 開演19：00
●ところ クリスタルアージョ ホール
●内 容 日本・中国共同制作精巧大型人形劇 ｢三国志｣

出演／劇団影法師 人形／川本喜八郎 脚本／ジェームス三木
●前売入場券 【指定席券】一 般 2,500円 (当日券なし)

高校生以下 1,500円 (当日券なし)
※限定90枚 クリスタルアージョのみで販売

【自由席券】一 般 2,000円 (当日券2,500円)
高校生以下 1,000円 (当日券1,500円)
ペア券 3,000円 (当日券なし)

●前売券販売所
クリスタルアージョ､ 高宮田園パラッツォ､ 甲田文化センターミューズ､
美土里生涯学習センターまなび､ 八千代の丘美術館､ 向原公民館､ 各町社
会教育係､ ゆめタウン吉田店
●お問い合せ先
安芸高田市教育委員会 文化・スポーツ振興室 ℡４２－５６２９

主催：安芸高田市教育委員会／後援：安芸高田市文化団体連合会／主管：文化・スポーツ振興室

石田衣良さん

９月25日(金)

チケット発売開
始
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